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i.研 究 目的 ・研 究方 法

有 限温度 における場の量子論 の研究 を行 う上 で有 力な量 と して有効 ポテ ンシ

ャルが ある。 この量 を繰 り込み群 を用いて改善す る処方 につ いて研究 した。 こ
の量を求 めるには、 フ ァイ ンマ ン図形 と呼ばれ る図形を計算 す る必要があ る。

しか し、 これ らの計算を手で行 うことには限界が あ る。そ こで、一部、数 学支

i援システ ム(REDUCEやMathematicaな ど)を 利用す る。

本研 究 においては、ポテ ンシャルの計算や展 開な どに これ らの システムを利
用 し、解析 的に計算 できない部分 について は、FORTRANに よる数値 積分 のプ

ログラムを作成 して解析す る。

2.研 究 成 果

提纂騨墨賃鵡脇有欝葛ζち錨蛍磐ρ鶴騰畏1礪欝蓬號を
その有効性を示 した。

3.研 究 発 表

中川寿 夫,横 田浩:有 限 温度 にお け る有 効 ポテ ン シ ャル の繰 り込 み群 に

よ る改 善

素 粒 子論 研 究90,Bl5-B19(1994).

基 研 研 究 会 「有 限温 度 ・有 限 密度 の 場 の 量 子 論 とそ の 応 用 」

(1994.8.3-5)に お い て 口頭 にて 発 表

H.Nakkagawa,H.Yokota:RGimprovementoftheeffectivepotentialat

finitetemperature.

学 術 論 文 誌 に投 稿 中

一73一


